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定
例
会
関
係

　

９
月
４
日
開
会
初
日
、
本
会
議
に
提

案
さ
れ
た
令
和
４
年
度
境
町
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
並
び
に
水
道
事
業
会
計

の
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
委
員
10
名

に
よ
る
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

同
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
９
月
６
日
に
開
催
さ
れ
、

慎
重
に
審
査
を
し
た
結
果
い
ず
れ
の
会

計
と
も
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、

９
月
８
日
の
本
会
議
に
お
い
て
委
員
長

報
告
の
と
お
り
全
会
一
致
を
も
っ
て
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
報
告

　

５
月
24
日
㈬
・
８
月
28
日
㈪
に
、
令

和
４
年
度
境
町
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
７
件
並
び
に
水
道
事
業
会
計
の
審
査

を
行
い
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
山
本
監

査
委
員
よ
り
次
の
と
お
り
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

○
一
般
会
計

　

歳
入
財
源
は
、
前
年
度
よ
り
町
税
・

交
付
税
収
入
等
が
増
額
と
な
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
と
し
て
活
用

し
た
負
担
金
補
助
金
、
地
方
創
生
拠
点

整
備
交
付
金
等
の
財
源
を
活
用
し
た
こ

と
に
よ
り
、
施
策
・
事
業
を
効
果
的
に

実
施
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
実

施
し
て
い
る
よ
う
に
、
国
・
県
補
助
金
、

基
金
等
の
財
源
を
組
み
合
わ
せ
、
極
力

町
の
負
担
を
軽
減
す
る
取
組
が
伺
え
、

順
調
に
執
行
さ
れ
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
町

づ
く
り
の
た
め
の
事
業
を
展
開
し
て
行

財
政
運
営
に
努
め
ら
れ
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

○
特
別
会
計

　

独
立
採
算
制
の
原
則
に
則
っ
て
財
源

確
保
の
た
め
の
徴
収
率
向
上
に
努
め
ら

れ
た
い
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

国
保
加
入
者
数
、
国
保
税
収
入
が
減
と

な
っ
た
も
の
の
、
保
険
者
努
力
支
援
金

の
獲
得
等
に
よ
り
、
順
調
に
業
務
が
遂

行
出
来
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域

支
援
事
業
交
付
金
等
を
活
用
し
た
介
護

予
防
事
業
を
実
施
し
て
、
給
付
費
の
削

減
に
努
め
基
金
の
積
立
を
行
う
な
ど
、

順
調
に
業
務
が
遂
行
出
来
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
。

　

公
共
下
水
道
事
業
や
農
業
集
落
排
水

事
業
に
つ
い
て
も
、
処
理
場
等
の
老
朽

化
に
伴
い
整
備
件
数
の
増
加
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
処
理
施
設
の
最
適
整

備
構
想
化
計
画
に
基
づ
き
、
効
率
的
な

整
備
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
後
の
行
財
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、

よ
り
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
実
施
に
努

め
、
多
様
化
し
て
い
る
住
民
ニ
ー
ズ
や

社
会
情
勢
に
順
応
し
た
事
業
等
を
計
画

的
に
実
施
し
て
い
く
よ
う
望
む
も
の
で

あ
る
。

　

水
道
事
業
で
は
、
例
年
に
な
い
特
別

事
項
と
し
て
、
物
価
高
騰
へ
の
緊
急
対

策
の
一
つ
と
し
て
、
上
下
水
道
７
・
８

月
の
基
本
料
金
無
料
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

今
後
は
、
各
設
備
が
老
朽
化
し
て
い

る
様
子
が
伺
え
る
こ
と
か
ら
、
大
規
模

な
災
害
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
、
浄
水

設
備
の
更
新
や
耐
震
化
等
を
進
め
、
安

心
・
安
全
に
利
用
で
き
る
水
道
水
の
安

定
供
給
を
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

監
査
委
員
決
算
審
査
報
告

令 和 ５ 年 第 ３ 回 定 例 会
９月４日～９月８日（５日間の会期）

全議案・原案可決
　令和５年第３回定例会におきましては、新型コロナウイルス感染症が５類感染症に位置づけ
られたことに伴い、一般質問の一人当たりの持ち時間を通常の最大60分で行い、傍聴に関し
ましても人数制限なしで実施させていただきました。
　住民の皆様には、ご理解ご協力を賜り、改めて深く感謝申し上げます。
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決算特別委員会を進行する
渡邊　昇　委員長



坂東市外２か町公平委員会

歳入 95万8,457円

歳出 20万5,045円

住宅事業

歳入 3億8,410万9,065円

歳出 3億4,246万7,829円

国民健康保険事業

歳入 26億8,244万5,702円

歳出 26億5,962万3,142円

後期高齢者医療事業

歳入 5億4,851万9,078円

歳出 5億4,325万4,597円

介護保険事業

歳入 20億9,698万8,947円

歳出 19億8,556万3,633円

公共下水道事業

歳入 7億6,861万1,632円

歳出 7億4,989万1,056円

農業集落排水事業

歳入 2億7,353万536円

歳出 2億3,907万4,826円

水道事業

収益的支出 5億5,238万9,814円

資本的支出 6,983万9,342円

歳　
　

入

歳　
　

出

令和４年度　各種会計決算状況

町税 37億3,422万3,781円

地方譲与税 1億3,128万5,000円

利子割交付金 102万7,000円

配当割交付金 1,498万2,000円

株式等譲渡所得割交付金 1,187万9,000円

法人事業税交付金 6,196万6,000円

地方消費税交付金 6億686万4,000円

ゴルフ場利用税交付金 294万4,900円

環境性能割交付金 1,276万2,000円

地方特例交付金 4,533万2,000円

地方交付税 18億9,428万5,000円

交通安全対策特別交付金 266万8,000円

分担金及び負担金 2億2,670万8,160円

使用料及び手数料 2,699万728円

国庫支出金 33億441万9,820円

県支出金 7億9,120万3,050円

財産収入 3,321万8,791円

寄付金 61億2,373万150円

繰入金 61億7,412万3,784円

繰越金 13億4,485万812円

諸収入 1億3,667万6,575円

町債 12億3,963万2,000円

計 259億2,177万2,551円

議会費 1億141万1,567円

総務費 80億1,827万3,537円

民生費 36億4,174万5,190円

衛生費 12億2,163万7,753円

労働費 2,316万3,004円

農林水産業費 4億3,259万2,554円

商工費 2億4,524万7,638円

土木費 16億2,843万3,390円

消防費 6億6,288万4,496円

教育費 14億2,345万5,256円

災害復旧費 0円

公債費 9億7,854万8,945円

諸支出金 63億7,294万1,455円

予備費 0円

計 247億5,033万4,785円

一　般　会　計 特　別　会　計
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会　　計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計(承認第 15 号) 172億2,913万円 900万円 172億3,813万円

一般会計(承認第 16 号) 172億3,813万円 2億円 174億3,813万円

一般会計(議案第 53 号) 174億3,813万円 69億2,920万円 243億6,733万円

一般会計(議案第 62 号) 243億6,733万円 1億9,455万円 245億6,188万円

特
別
会
計

住宅事業(議案第 54 号) 5億4,882万円 664万円 5億5,547万円

国民健康保険事業(議案第 55 号) 28億4,687万円 211万円 28億4,898万円

介護保険事業(議案第 56 号) 19億5,666万円 1億1,142万円 20億6,808万円

公共下水道事業(議案第 57 号) 8億9,206万円 △933万円 8億8,273万円

農業集落排水事業(議案第 58 号) 2億4,522万円 424万円 2億4,946万円

補正予算関係 令和５年度境町各種会計補正予算

各議案等審議結果

議案
番号

議案名
議 決 年 月 日
議 決 結 果

報告
第7号

令和４年度境町財政健全化判断比率の報告について ー

報告
第8号

令和４年度境町公営企業資金不足比率の報告について ー

承認
第14号

専決処分の承認を求めることについて
（境町まちづくり基金条例の制定について）

R 5 . 9 . 4
即日原案承認

認定
第1号

令和４年度境町一般会計歳入歳出決算の認定について
R 5 . 9 . 8
原 案 認 定

認定
第2号

令和４年度坂東市外２か町公平委員会特別会計歳入歳出決算の認定について
R 5 . 9 . 8
原 案 認 定

認定
第3号

令和４年度境町住宅事業特別会計歳入歳出決算の認定について
R 5 . 9 . 8
原 案 認 定

認定
第4号

令和４年度境町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
R 5 . 9 . 8
原 案 認 定

認定
第5号

令和４年度境町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について
R 5 . 9 . 8
原 案 認 定

認定
第6号

令和４年度境町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
R 5 . 9 . 8
原 案 認 定

認定
第7号

令和４年度境町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
R 5 . 9 . 8
原 案 認 定

認定
第8号

令和４年度境町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について
R 5 . 9 . 8
原 案 認 定

認定
第9号

令和4年度境町水道事業会計決算の認定について
R 5 . 9 . 8
原 案 認 定

議案
第52号

境町印鑑条例の一部を改正する条例案について
R 5 . 9 . 8
原 案 可 決
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議案
第59号

財産の取得について
境町大字西泉田地内　10筆

R 5 . 9 . 4
即日原案可決

議案
第60号

財産の取得について
長野県北佐久郡軽井沢町大字長倉字小谷ヶ沢地内　２筆　及び建物

R 5 . 9 . 4
即日原案可決

議案
第61号

町道路線の認定について
境町字下田地内　町道7046号線

R 5 . 9 . 8
原 案 可 決

同意
第3号

境町監査委員の選任につき同意を求めることについて
山本　隆行　氏

R 5 . 9 . 4
即日原案同意

請願
第1号

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見
書採択を求める請願

R 5 . 9 . 8
採 択

発議
第3号

境町議会決算特別委員会の設置について
R 5 . 9 . 4
即日原案可決

発委
第1号

教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書案
R 5 . 9 . 8
即日原案可決

Q  

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
、
発
症
し

て
も
軽
症
、
後
遺
症
の
予
防
に
も
つ
な

が
る
と
さ
れ
て
お
り
、
他
の
自
治
体
も

助
成
導
入
の
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
が
、

当
町
の
考
え
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A  

①
予
防
接
種
の
意
義

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
に
よ

り
、
病
気
に
対
す
る
免
疫
力
が
高
め
ら

れ
、
発
症
や
重
症
化
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、
予
防
接
種
の
意
義

は
大
き
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②
公
費
助
成
制
度
導
入
の
状
況

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成
制

度
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
は
、
現
在
、

全
国
で
２
５
４
の
自
治
体
で
導
入
さ
れ

て
お
り
、
県
内
で
は
、
令
和
５
年
度
よ

り
、
石
岡
市
、
小
美
玉
市
、
筑
西
市
、

美
浦
村
が
助
成
を
開
始
し
、
全
国
的
に

も
制
度
を
導
入
す
る
自
治
体
が
増
え
て

き
て
お
り
ま
す
。

③
国
の
状
況
及
び
町
の
方
針

　

現
在
、
厚
生
労
働
省
所
管
の
「
厚
生

科
学
審
議
会
予
防
接
種
・
ワ
ク
チ
ン
分

科
会
予
防
接
種
基
本
方
針
ワ
ク
チ
ン
評

価
に
関
す
る
小
委
員
会
」
に
お
い
て
、

予
防
接
種
法
に
基
づ
い
て
行
う
定
期
予

防
接
種
と
し
て
追
加
を
検
討
す
る
ワ
ク

チ
ン
の
１
つ
と
し
て
、
そ
の
安
全
性
や

医
療
経
済
学
的
評
価
等
に
つ
い
て
の
検

証
、
評
価
を
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

全
国
的
に
も
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
対

す
る
公
費
助
成
制
度
を
導
入
し
て
い
る

自
治
体
も
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
今
後
、
国
や

県
、
近
隣
市
町
村
の
動
向
に
注
視
し
な

が
ら
、
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
町
民
生
活
部
長
）

一 般 質 問一 般 質 問

議
席
10
番

田
山　

文
雄　

議
員

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

学
校
施
設
や
通
学
路
に
お
け
る

安
全
確
保
の
推
進
に
つ
い
て

　⑶公共交通の充実について
　⑷境町モデルと収入増加策について

３番　議席３番　 枝　史子　議員
　⑴学校図書館の充実について

3人の議員が登壇しました

１番　議席10番　田山　文雄　議員
　⑴帯状疱疹ワクチンについて
　⑵視覚障がい者のための「音声コード」の利用
　　促進について
２番　議席２番　 染谷　直人　議員
　⑴スポーツを核としたまちづくりの展望について
　⑵英語教育について
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Q  

ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
で
、
境
町
は
ど
の
よ
う
な
活
性
化
を

す
る
の
か
、
当
町
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

A  

当
町
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
ガ

シ
ー
と
し
て
、
ホ
ッ
ケ
ー
場
や
ア
ー
バ

ン
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
等
を
整
備
し
、
そ

れ
ら
を
用
い
た
交
流
人
口
の
拡
大
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
B
M
X
、
イ
ン
ラ

イ
ン
ス
ケ
ー
ト
等
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

を
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
し
て
雇

用
し
て
お
り
、
安
床
隊
員
（
イ
ン
ラ
イ

ン
ス
ケ
ー
ト
）
等
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
が
多
く
居
住
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら

の
ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
に
根
付
く
と
と
も

に
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

は
境
町
出
身
の
選
手
が
出
る
こ
と
を
目

標
に
し
て
お
り
、
町
民
の
誇
り
や
幸
福

度
の
増
加
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

実
際
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
強
化
選
手
の
移

住
も
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
全
年
齢
対
象
の
各
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
体
験
会
や
学
校
の
ク
ラ

ブ
活
動
、
部
活
の
地
域
移
行
な
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
町

全
体
に
広
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。　
　
　
　

（
企
画
部
長
）

Q  

英
語
教
育
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

と
効
果
に
つ
い
て
、
当
町
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

A  

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ク
ー
ル

業
と
し
て
、
A
L
T
24
名
を
町
独
自

で
配
置
し
、
先
進
的
英
語
教
育
を
実

施
。
ま
た
、
英
語
検
定
補
助
事
業
と
し

て
小
６
・
中
３
全
員
を
対
象
に
検
定
料

の
全
額
補
助
を
行
っ
て
お
り
、
中
３
の

英
検
３
級
保
有
率
は
44
・
７
％
と
導
入

前
の
５
倍
に
増
加
。
ま
た
、
姉
妹
都
市

ホ
ノ
ル
ル
市
に
姉
妹
小
学
校
・
中
学
校

を
設
置
し
、
英
語
で
の
子
供
た
ち
の
交

流
の
機
会
を
提
供
。
ま
た
、
S
G
S
事

業
の
効
果
も
あ
り
、
当
町
へ
の
英
語
教

育
を
目
的
と
し
て
移
住
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
６
年
経
ち
、

S
G
S
事
業
の
効
果
が
数
値
で
も
あ
ら

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

（
教
育
次
長
）

議
席
２
番

染
谷　

直
人　

議
員

ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
展
望
に
つ
い
て

英
語
教
育
に
つ
い
て

Q  
視
覚
障
が
い
者
の
情
報
取
得
サ

ポ
ー
ト
と
し
て
、
紙
媒
体
に
掲
載
さ
れ

た
印
刷
情
報
を
、
「
音
声
コ
ー
ド
」
を

利
用
し
て
公
的
な
通
知
な
ど
を
行
っ
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
当
町
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

A  

①
音
声
コ
ー
ド
と
は

　

「
音
声
コ
ー
ド
」
と
は
、
紙
面
の
文

書
「
印
刷
情
報
」
を
、
音
声
に
変
換
す

る
も
の
で
す
。
文
字
数
８
０
０
字
程
度

の
情
報
を
変
換
す
る
事
が
可
能
で
、
音

声
を
読
み
上
げ
、
情
報
を
売
る
事
が
で

き
ま
す
。

②
補
助
制
度

　

一
般
的
な
「
音
声
コ
ー
ド
」
と
し
て

は
、
専
用
の
読
み
上
げ
装
置
が
必
要
な

「
S
P
コ
ー
ド
」
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

ち
ら
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
の
地
域

生
活
支
援
事
業
に
お
い
て
、
情
報
・
意

思
疎
通
支
援
用
具
と
し
て
読
み
上
げ
装

置
購
入
の
補
助
制
度
が
ご
ざ
い
ま
す
。

課
税
世
帯
は
自
己
負
担
１
割
、
非
課
税

世
帯
は
自
己
負
担
無
し
で
購
入
す
る
事

が
で
き
ま
す
。
境
町
で
の
交
付
実
績
は

今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

③
ユ
ニ
ボ
イ
ス
に
つ
い
て

　

近
年
、
音
声
コ
ー
ド
の
専
用
の
読
み

上
げ
装
置
が
不
要
な
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
で
対
応
可
能
の
「
音
声
コ
ー

ド
」
、
「
ユ
ニ
ボ
イ
ス
（
Ｕ
ｎ
ｉ

−

Ｖ

ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
）
コ
ー
ド
」
が
開
発
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
「
ユ
ニ
ボ
イ
ス
コ
ー
ド
」
は
、

N
P
O
法
人
日
本
視
覚
障
が
い
情
報
普

及
支
援
協
会
が
開
発
・
管
理
し
て
い
る

専
用
ソ
フ
ト
で
作
成
し
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
の
ア
プ
リ
で
読
み
上
げ
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
文
書
（
文
字
）
を
、

ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
か
ら
読
み
取
り
（
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
の
よ
う
な
も
の
）
、
音
声
に

変
換
（
読
み
上
げ
る
）
す
る
も
の
で
す
。

専
用
ソ
フ
ト
の
ラ
イ
セ
ン
ス
に
関
し
て

は
、
自
治
体
に
対
し
て
は
無
料
貸
与
し

て
い
る
と
の
事
で
す
。

　

茨
城
県
障
害
福
祉
課
に
よ
る
と
、
県

内
の
利
用
実
績
は
茨
城
県
、
水
戸
市
、

高
萩
市
、
北
茨
城
市
、
常
陸
太
田
市
、

牛
久
市
、
阿
見
町
、
日
立
市
、
古
河
市

の
９
自
治
体
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本

年
度
に
導
入
済
の
古
河
市
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
市
の
障
害
福
祉
課
で
は
、
視

覚
に
障
害
が
あ
る
方
に
ユ
ニ
ボ
イ
ス

コ
ー
ド
を
印
刷
し
た
会
議
の
案
内
通
知

を
出
し
た
実
績
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す

の
で
、
さ
ら
に
先
行
す
る
市
町
村
の
状

況
を
調
査
す
る
な
ど
し
て
、
研
究
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
福
祉
部
長
）

視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の「
音
声

コ
ー
ド
」の
利
用
促
進
に
つ
い
て
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Q  

学
校
図
書
館
支
援
員
の
勤
務
状
況

と
配
置
に
つ
い
て

A  

当
町
で
は
、
学
校
図
書
館
の
日
常

の
運
営
管
理
や
、
学
校
図
書
館
を
活
用

し
た
教
育
活
動
の
支
援
を
お
こ
な
う
職

員
と
し
て
、
３
名
の
「
学
校
図
書
館
支

援
員
」
を
任
命
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
２
～
３
校
を
兼
務
し
、

町
内
全
７
小
中
学
校
に
週
１
～
３
日
の

割
合
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
文
部
科

学
省
第
６
次
学
校
図
書
館
図
書
整
備
等

５
か
年
計
画
で
は
、
学
校
図
書
館
支
援

員
の
各
校
１
名
の
配
置
を
目
指
す
目
標

が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
町
も

そ
の
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　

（
教
育
次
長
）

Q  
自
動
運
転
バ
ス
な
ど
、
境
二
中
学

区
の
公
共
交
通
の
充
実
に
つ
い
て
、
当

町
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

A  

町
長
就
任
以
降
、
「
誰
も
が
生
活

の
足
に
困
ら
な
い
町
」
を
目
指
し
、
全

国
初
と
な
る
町
中
心
部
で
の
自
動
運
転

バ
ス
の
運
行
や
、
東
京
駅
や
成
田
空
港

行
き
の
高
速
バ
ス
の
運
行
が
実
現
。
境

二
中
学
区
に
つ
い
て
は
、
現
状
、
「
交

通
空
白
地
域
」
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢

者
や
子
育
て
世
代
に
よ
る
塾
や
部
活
動

の
送
り
迎
え
等
の
移
動
の
課
題
を
解
決

す
べ
く
、
今
年
度
、
国
交
省
「
共
創
モ

デ
ル
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
採
択
と

な
り
ま
し
た
。
現
在
、
ワ
ゴ
ン
車
を
３

台
活
用
し
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
車
両
を
導

入
し
、
病
院
の
送
迎
や
、
部
活
の
送
迎

な
ど
、
き
め
細
や
か
な
公
共
交
通
事
業

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。（

企
画
部
長
）

Q  

町
長
就
任
後
の
境
町
モ
デ
ル
の
収

入
額
並
び
に
ふ
る
さ
と
納
税
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
等
の
各
寄
付
額
お
よ
び

獲
得
し
た
補
助
金
の
総
額
に
つ
い
て
、

実
績
を
伺
い
た
い
。

A  

橋
本
町
長
就
任
時
の
平
成
25
年
度

の
境
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
将

来
負
担
比
率
や
実
質
公
債
費
比
率
は
北

関
東
１
０
４
市
町
村
中
ワ
ー
ス
ト
１
位

で
あ
り
、
当
時
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
５
年
後
に
は
基
金
が
底

を
つ
き
、
町
の
財
政
は
破
綻
す
る
と
い

う
危
機
的
な
状
況
で
し
た
。
現
在
の
境

町
モ
デ
ル
を
始
め
と
し
た
取
組
み
等
に

よ
り
、
財
政
健
全
化
が
進
み
、
将
来
負

担
比
率
も
ワ
ー
ス
ト
１
位
か
ら
脱
却
。

現
在
、
境
町
モ
デ
ル
で
の
投
資
効
果
に

よ
り
、
令
和
４
年
度
決
算
額
は
９
千
万

円
の
収
入
、
町
長
就
任
以
降
の
ふ
る
さ

と
納
税
の
総
額
は
２
８
５
億
円
、
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
の
総
額
は
20
億
円
、

地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
等
の
主
な

獲
得
し
た
補
助
金
の
総
額
は
93
億
円
と

大
き
な
収
入
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
企
画
部
長
）

議
席
３
番

枝　

史
子　

議
員

学
校
図
書
館
の
充
実
に
つ
い
て

公
共
交
通
の
充
実
に
つ
い
て

境
町
モ
デ
ル
と
収
入
増
加
策

に
つ
い
て

Q  

図
書
購
入
費
に
つ
い
て

A  

図
書
購
入
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

毎
年
各
小
学
校
に
25
万
円
、
各
中
学
校

に
は
35
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
よ
り
１
校
10
万
円
、

年
間
70
万
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
そ
ち
ら
も
合
わ
せ
て
活
用
し
て

お
り
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
が
定
め
る
基
準
か
ら
見

ま
す
と
、
当
町
小
学
校
の
蔵
書
数
は
満

た
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
中
学
校
に
つ

い
て
は
達
し
て
い
な
い
状
況
な
の
で
、

継
続
的
な
図
書
購
入
費
予
算
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
標
準
冊
数
に
近
づ
く
よ

う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
読
書
の
重
要
性
を
認

識
し
て
お
り
、
予
算
増
額
も
可
能
で
す

の
で
、
学
校
図
書
館
支
援
員
さ
ん
か
ら

の
要
望
等
を
ま
と
め
、
伝
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
町
長
・
教
育
次
長
）
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９
月
７
日
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

納
車
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

ま
で
使
用
し
て
い
た
消
防
自
動
車
は
、

平
成
６
年
か
ら
28
年
が
経
過
し
老
朽

化
が
進
ん
だ
た
め
、
町
か
ら
消
防
団

第
７
分
団
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
地
域
の
防
災
の
た
め
に
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

10
月
３
日
、
鳥
取
県
岩
美
町
議
会

総
務
教
育
常
任
委
員
会
、
並
び
に
産

業
福
祉
常
任
委
員
会
が
視
察
研
修
に

来
町
さ
れ
、
ま
た
10
月
11
日
に
は
、

沖
縄
県
国
頭
村
議
会
が
視
察
研
修
に

来
町
さ
れ
ま
し
た
。
境
町
と
そ
れ
ぞ

れ
の
議
会
と
の
友
好
交
流
と
し
て
懇

談
会
を
実
施
し
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
今
後

更
に
両
町
村
発
展
に
向
け
、
連
携
を

深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議 

会 

活 

動

境町消防団第７分団への消防ポンプ自動車納車式

沖縄県国頭村議会町長表敬訪問

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
納
車
式

鳥
取
県
岩
美
町
議
会
、

沖
縄
県
国
頭
村
議
会
視
察
受
入

令 和 ５ 年 第 ２ 回 臨 時 会
7月25日（１日間の会期）

会　計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計(議案第50号) 153億607万円 19億2,306万円 172億2,913万円

議案番号 議案名
議 決 年 月 日
議 決 結 果

議案
第51号

事業契約の締結について
R 5 . 7 . 2 5
即日原案可決

補正予算関係

各議案等審議結果

臨
時
会
関
係

−8−

〒306-0495　境町３９１−１
TEL. ０２８０−８１−１３１６ 　FAX. ０２８０−８７−５８７３
http://www.town.ibaraki-sakai.lg.jp


